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新年の主張

湘南中央病院名誉院長
湘南病院協会会長   

 今 井  重 信

　　

　「
五
大
改
定
」
と
は

　
　
①
診
療
報
酬
改
定

　
②
介
護
報
酬
改
定

　
③
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
改
定

　
④
地
域
医
療
構
想

　
⑤
地
域
包
括
ケ
ア

　　

以
上
で
す
が
、
最
初
の
①
、
②
、

③
は
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
を
細
か

く
変
更
す
る
こ
と
で
、
本
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
一
括
し
て
「
ト
リ
プ

ル
改
定
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
あ
と
の
④
、
⑤
は
か
な
ら
ず
し
も

今
年
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年

ま
で
に
、
各
地
域
で
整
え
る
べ
き
医

療
供
給
体
制
の
有
り
よ
う
を
決
め
て

い
く
も
の
で
、
や
は
り
今
年
が
正
念

場
を
迎
え
ま
す
。

　

で
は
五
つ
の
内
容
に
つ
い
て
解
説

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　 

診
療
報
酬
改
定

　　

病
院
、
診
療
所
、
薬
局
な
ど
で
皆

さ
ん
に
提
供
さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
公
定
価
格

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ

ス
の
価
格
に
は
大
別
し
て
「
技
術

料
」
と
「
材
料
料
（
薬
価
）」
が
あ

り
、
こ
の
二
つ
を
加
え
た
料
金
の
１

～
３
割
が
皆
さ
ん
に
請
求
さ
れ
る
の

で
す
。
こ
こ
で
一
つ
ご
注
意
し
て
お

き
た
い
の
は
、
後
者
（
薬
価
）
は
薬

や
医
療
材
料
な
ど
材
料
費
だ
け
で
す

が
、
前
者
に
は
医
師
や
看
護
師
の
人

件
費
の
み
な
ら
ず
、
水
道
光
熱
費
や

建
物
維
持
費
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
医
療
機
関
に

と
っ
て
「
技
術
料
」
の
増
減
は
、
職

員
の
給
与
改
定
に
も
影
響
す
る
重
大

な
も
の
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
の
改
定
で
国
、
特

に
財
務
省
は
「
技
術
料
」、「
薬
価
」

と
も
に
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
主
張
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
改
定
で
は「
薬

価
」
を
マ
イ
ナ
ス
に
し
、
そ
れ
で
浮

い
た
分
の
一
部
を「
技
術
料
」の
ア
ッ

プ
に
回
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
し

な
い
と
な
れ
ば
、
か
つ
て
の
小
泉
政

権
時
の
医
療
費
削
減
に
よ
る
「
医
療

崩
壊
」
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
介
護
報
酬
改
定

　　

医
療
と
介
護
の
報
酬
改
定
が
重
な

る
の
は
６
年
に
１
回
、
前
者
が
２
年

ご
と
後
者
が
３
年
ご
と
だ
か
ら
で

す
。
介
護
保
険
制
度
の
現
在
の
問
題

は
、
保
険
料
の
高
騰
（
月
５
千
円
越

え
）
と
介
護
従
事
者
の
低
賃
金
と
の

ジ
レ
ン
マ
で
す
。
２
０
０
０
年
に
介

護
保
険
制
度
が
施
行
し
て
以
来
、
国

は
サ
ー
ビ
ス
量
を
増
や
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
保
険
料
は
サ
ー
ビ
ス
総
量

に
比
例
し
て
ア
ッ
プ
し
ま
す
か
ら
、

つ
い
に
５
千
円
の
限
界
点
を
超
え
始

め
ま
し
た
。
一
方
、
介
護
従
事
者
は

そ
の
仕
事
の
ハ
ー
ド
さ
に
比
べ
て
給

与
水
準
が
低
く
、
事
業
者
は
職
員
の

確
保
が
ま
ま
な
ら
ず
事
業
運
営
に
行

き
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
根
本
的
に
見
直
し
、
現
在

半
分
し
か
負
担
し
て
い
な
い
公
費
を

増
や
す
し
か
道
は
な
い
と
思
う
の
で

す
が
、
今
回
の
改
定
で
も
小
手
先
の

施
策
し
か
見
え
て
は
き
ま
せ
ん
。
一

方
、
在
宅
ケ
ア
に
し
て
も
か
な
ら
ず

し
も
充
実
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
高
齢
者
は
行
き
場
を
な
く
す
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
改
定

　　

ト
リ
プ
ル
改
定
の
第
３
番
目
が
こ

の
改
定
で
す
。
新
設
さ
れ
る
も
の
も

か
な
り
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
次

の
３
点
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

①

  　「五大改定」により  
　　　　社会保障は　
　　　　　受難の年を迎える

 2018 年（平成 30 年）

  　「五大改定」により  
　　　　社会保障は　
　　　　　受難の年を迎える

「
自
立
生
活
援
助
（
新
）」
や

「
就
労
定
着
支
援
（
新
）」
な
ど
、

障
害
児
者
を
施
設
か
ら
在
宅
へ

さ
ら
に
就
労
へ
と
進
め
る
た
め
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看
護
部
長　

　

春
日 

慶
子

新年の主張

　

第
一
に
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
こ

の
地
区
内
で
受
け
ら
れ
る
か
を
示

す
「
自
己
完
結
率
」
は
、
い
づ
れ
も

70
％
前
後
で
交
通
事
情
も
加
味
す
れ

ば
、
当
区
域
は
医
療
資
源
に
比
較
的

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
必
要
病
床
数
を
表
に
示
し

ま
す
。「
急
性
期
」
を
減
ら
し
「
慢

性
期
」
は
現
状
維
持
、「
回
復
期
」

を
４
倍
化
す
る
と
の
推
計
で
す
。

　

問
題
は
「
慢
性
期
」
の
実
質
的
削

減
で
す
。
こ
れ
は
推
計
値
と
は
と
て

も
言
え
ず
、
慢
性
期
ベ
ッ
ド
に
現
在

入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
を
在
宅
に

移
行
さ
せ
る
、
い
わ
ば
「
政
策
的
」

推
計
値
と
し
か
私
に
は
見
え
ま
せ

  表　当構想区域での病床数の必要量
H27 年病床報告数 H37 年必要病床数

高度急性期    559    539（96%）

急性期 1,999 1,585（79%）

回復期    326 1,303（400%）

慢性期 1,099 1,150（105%）

合計 4,031 4,577（114%）

ん
。
ま
た
「
回
復
期
」
の
４
倍
化
は

極
め
て
不
自
然
な
数
値
で
す
。

　

私
は
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議

の
委
員
の
一
人
で
す
が
、
こ
の

推
計
値
に
と
ら
わ
れ
ず
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
の
あ
る
調
整
を
心
が
け
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　
地
域
包
括
ケ
ア

　　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
平
成
23
年
４

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
一
言
で

い
え
ば
「
地
域
で
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
強
化
と
連
携
」
で
あ
り
、

主
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
「（
介
護
）
予

防
」、「
介
護
」、「
医
療
」、「
生
活

支
援
」、「
住
ま
い
」
の
五
つ
で
す
。

夫
々
は
法
的
、
行
政
的
、
業
種
的

に
も
別
々
で
す
が
、
お
た
が
い
が

連
携
を
強
く
し
て
地
域
在
住
の
高

齢
者
を
支
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
特
に
「
住
ま
い
」
に
つ
い
て

は
新
た
な
法
的
枠
組
み
と
し
て

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅(

サ

高
住)

」
が
打
ち
出
さ
れ
、
急
速
に

「
第
二
の
在
宅
」
と
し
て
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
。

　

考
え
方
は
良
い
の
で
す
が
問
題

点
も
出
て
き
ま
し
た
。
一
つ
は「
連

携
」
を
推
進
べ
き
旗
振
り
役
を
誰

が
す
る
の
か
が
ま
だ
不
透
明
で
す
。

次
に
「
第
二
の
在
宅
」
を
も
含
め

て
介
護
従
事
者
の
不
足
が
影
を
落

と
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
担
保
が

ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

    

国
の
基
本
政
策  -

「
公
助
の
圧
縮
」

　

以
上
述
べ
て
き
ま
し
た
が
平
成

30
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
五
大
改

定
の
中
身
は
、
総
じ
て
「
改
正
」
よ

り
も
「
改
悪
」
が
目
立
ち
ま
す
。

　

例
え
ば
国
家
予
算
に
占
め
る
「
医

療
費
」
の
増
加
は
、
来
年
度
も

５
千
億
円
に
抑
え
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み
医
療
の

高
度
化
や
新
薬
高
騰
に
よ
り
、
厚

労
省
で
さ
え
６
千
３
百
億
円
増
を

主
張
し
て
い
る
の
に
、
財
務
省
は

１
千
３
百
～
８
百
億
円
の
削
減
を

主
張
し
て
い
ま
す
。
ま
た
介
護
保

険
で
も
、
現
在
10
％
の
利
用
者
負

担
率
の
ア
ッ
プ
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
医
療
構
想
で
「
慢
性

期
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
療
養
病

床
」
の
大
半
が
廃
止
さ
れ
、
入
院
し

て
い
る
高
齢
者
は
在
宅
か「
サ
高
住
」

等
か
新
設
さ
れ
る
「
介
護
医
療
院
」

に
移
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
自
助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
」

と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ

の
表
現
を
借
り
れ
ば
現
在
の
国
の

社
会
保
障
に
対
す
る
基
本
政
策
は
、

２
０
２
５
年
に
向
け
た
「
公
助
の
圧

縮
」路
線
と
し
か
思
え
な
い
の
で
す
。

　　「
北
欧
型
」
か
「
米
国
型
」
か

　　

最
後
に
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
社

会
保
障
の
将
来
像
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
「
高
福
祉
‐
高
負
担
」「
中
福
祉
‐

中
負
担
」「
低
福
祉
‐
低
負
担
」
と

い
う
社
会
保
障
の
タ
イ
プ
分
類
が
あ

り
ま
す
。
北
欧
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
第
一
の
タ
イ
プ
、
ア
メ
リ

カ
は
第
三
の
タ
イ
プ
、
日
本
は
現
在

の
と
こ
ろ
第
二
の
タ
イ
プ
で
し
ょ

う
。
私
は
将
来
も
日
本
は
こ
の
タ
イ

プ
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
条
件
が
あ
り
ま
す
。「
中

負
担
」
の
内
容
を
変
え
る
べ
き
で
す
。

国
は
将
来
に
向
か
っ
て
大
衆
課
税
や

保
険
料
、
そ
し
て
利
用
者
窓
口
負
担

の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
一
般
国
民
に
と
っ
て
の
将
来

像
は
「
低
福
祉
‐
高
負
担
」
に
し
か

な
り
ま
せ
ん
。
負
担
の
比
率
は
「
豊

か
な
者
」
に
シ
フ
ト
す
べ
き
で
す
。

個
人
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
我
が

国
の
大
企
業
に
膨
大
に
蓄
積
さ
れ
て

い
る
内
部
留
保
に
も
負
担
を
担
っ

て
も
ら
え
ば
、「
中
福
祉
‐
中
負
担
」

の
将
来
像
も
明
る
い
も
の
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②③
　　

ま
だ
す
べ
て
が
具
体
化
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
か
な
り
大
き
い
改
定
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
医
療
構
想

　　
「
地
域
医
療
構
想
」
と
次
の
「
地
域

包
括
ケ
ア
」
と
は
一
心
同
体
、
コ
イ

ン
の
表
裏
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
は
平
成
26
年
６
月
の
新

法
で
成
立
し
ま
し
た
。
す
で
に
触
れ

た
よ
う
に
そ
の
趣
旨
は
、
第
一
に

２
０
２
５
年
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ

る
医
療
供
給
量
（
ベ
ッ
ド
数
）
を
推

計
し
、
各
区
域
ご
と
に
そ
の
過
不
足

を
調
整
し
て
い
く
こ
と
、
第
二
に
病

床
を
四
つ
の
病
床
機
能
に
分
け
て
扱

う
こ
と
で
す
。

　

神
奈
川
県
の
地
域
医
療
構
想
は
す

で
に
平
成
28
年
10
月
に
制
定
さ
れ
、

こ
こ
湘
南
東
部
構
想
区
域
（
藤
沢
、

茅
ケ
崎
、
寒
川
）
で
の
必
要
病
床
数

も
各
病
床
機
能
ご
と
に
推
計
値
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
（
新
）」
の

よ
う
に
、
高
齢
障
害
者
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
促
進
す

る
た
め

「
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
食

材
料
費
全
額
負
担
の
導
入
」
の

よ
う
に
、
利
用
者
負
担
を
ふ
や

す
た
め
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11
月
26
日
（
日
）
に
、
辻
堂
駅
前

の
オ
ザ
ワ
ビ
ル
に
て｢

高
齢
者
の
骨

粗
鬆
症
対
策｣

～
い
つ
の
間
に
か

骨
折
を
防
ぐ
た
め
に
～
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
池
田
全
良
院
長
の
医
療
講
話

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
49
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
骨
粗
鬆
症
に
は
、
年
齢
的

な
こ
と
、
既
往
歴
、
閉
経
等
、
様
々

な
原
因
が
あ
る
こ
と
。
転
倒
し
た
こ

と
が
な
く
て
も
、
い
つ
の
間
に
か
脊

椎
の
圧
迫
骨
折
や
大
腿
部
遠
位
端
の

骨
折
の
原
因
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

か
ら
注
意
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
日
ご
ろ
の
生
活
で
は
、
転

倒
予
防
や
日
常
生
活
動
作
を
維
持
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
た
上
で
、

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
と
し
て
、「
背
中

が
曲
が
っ
て
き
た
」、「
身
長
が
縮
ん

だ
」、「
安
静
に
し
て
い
る
と
痛
み
が

軽
減
し
た
」、「
歩
き
に
く
く
な
っ
た
」

等
が
あ
っ
た
時
に
は
、
継
続
的
に
受

診
を
し
て
い
て
信
頼
が
で
き
る
医
師

に
相
談
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て

い
ま
し
た
。

　

骨
粗
鬆
症
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
不
安
が
あ
る
方
は
、
骨
密
度
を

検
査
し
、
現
在
の
自
分
の
骨
の
状

態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
精

密
な
骨
密
度
測
定
器
が
あ
る
病
院

は
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

検
査
を
受
け
、
骨
粗
鬆
症
か
ど
う

か
を
知
っ
て
、
食
生
活
や
運
動
習

慣
の
見
直
し
と
い
っ
た
こ
と
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
か
ら
参
加
者
は
女
性
が
多

く
、
質
疑
応
答
で
も
具
体
的
に
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
に
つ
い
て
多
く
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

下
記
の
記
事
に
も
あ
り
ま
す
が
、

湘
南
中
央
病
院
で
も
骨
密
度
測
定

装
置
を
導
入
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

何
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

   （
地
域
活
動
推
進
室
　
四
海
　
由
佳
）

セミナー報告・骨密度測定装置導入

　「骨粗鬆症」という病名は以前から知っている方は多くい

ると思います。

　この病気は、骨が弱くなり折れやすくなる心配があります。

特に女性では閉経後に女性ホルモンが減少すると骨粗鬆症に

なりやすくなります。したがって、この病気は男性より女性

の方が圧倒的に多いのです。

　当院では以前から超音波を使い、踵（かかと）で測る骨密

度装置を使用しておりましたが、今回、X 線骨密度測定装置

を導入しました。（図 1）
　これは、ベッドに仰向けに寝て腰椎と大腿骨頚部（つけね）

を測定するものです。次の 2 つの特徴があります。

  ① 仰向けのまま腰椎の側面（横からの測定）が可能なこと   
  ② 骨密度（BMD）だけではなく海綿骨スコア（TBS）も  測れる
　

　近年、「海綿骨スコア（TBS）」（図 2）については注目度が

高まっており、「骨密度（BMD）」（図 3）と共に骨粗鬆症によ

る骨折リスク評価についてその有用

性が示唆されています。

　また、骨密度測定は将来に亘って

の骨折リスクを考えるものですから

定期的に測定するのが重要なポイン

トとなります。

　骨密度測定は、整形外科の受診が

必要です。

骨密度測定装置導入しました

図 2. 腰椎の海綿骨スコア（TBS）画像

図 1. 骨密度測定装置

図 3. 骨密度（BMD）結果例　画像

放射線課　村上 逸則

「高齢者の骨粗鬆症対策｣
～いつの間にか骨折を防ぐために～

医療セミナー開催　池田 全良 院長
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真鯛切り身・・・・100cc
塩・・・・・・・・少々
酒・・・・・・・・10cc

西京味噌・・・・・10ｇ
松の実・・・・・・   5 ｇ
酒・・・・・・・・10cc
みりん・・・・・・10cc
卵黄・・・・・・・1 個

  

Sawa.m

材料
≪材料 1 人前≫　            　　　　290kcal　塩分 1.2 ｇ

鯛の松の実
　黄身味噌焼き

☆鯛は、青魚などの脂肪に含まれる脂肪酸である DHA（ドコサヘキサエン酸）や EPA（エイコサペ
ンタエン酸）を含み、血液をサラサラにする効果があります。松の実は、オレイン酸やリノール酸を
豊富に含んでいるので、生活習慣病を予防することができます。但し、カロリーが高いので食べ過ぎ
には注意しましょう。

① 鯛に塩と酒をふり、10 分位おく
② 松の実は、すり鉢でペースト状になるまでつぶす
③ 鍋に西京味噌、酒、みりんを弱火にかけ混ぜながらひと煮たちさせる
④ ③に卵黄と②を入れ、手早く混ぜる
⑤ グリルで鯛を焼き、七分通り火が通ったら、一旦取り出して、黄身味噌をのせ軽く焦げ目が
　 付いたらでき上がり

　ドイツでの世界肺癌

学会の帰路、ルフトハ

ンザ（LH）便がエン

ジントラブルのためフ

ランクフルト空港で整備に入っ

た。昼飯は空港内のどのレスト

ランでも LH 何便の客と言えば

無料です、と言う。５時間経過、

エンジンはまだ直らない。「代

替機はあるものの機体が少し小

さく全員は御乗り頂けないので

何とか本機を整備する」と。７

時間後やっと搭乗、「皆さまお

待たせ致しました。機の整備が

完了しましたのでご搭乗下さ

い。しかしご不安でしょう。そ

こで LH は担当した整備士を当

機で東京まで御伴させます」と。

　このフライトにはまだハプニ

ングがあった。ロシア横断ルー

トで機は朝鮮半島西の黄海上空

に差し掛かった。機内のコン

ピューター画面で航路が小さく

グルグル回り始めた。ドイツ人

のスチュワーデスに「あれ狂っ

てんじゃないの？」と質問した。

彼女は「機長に確認してくる」

と機首に歩いて行った。直後、

機長のアナウンスあり。「当機

は、上海管制塔からの指示で旋

回待機して居ります。北朝鮮軍

の動きが不穏、ミサイル発射の

可能性ありとの情報です。」お

お、怖わー。

　ここで一つ、乗客に生じたエ

ピソードをご紹介しよう。12、

3 年前のノースウェスト航空

機。東京行きでカムチャッカ半

島の東を飛行していた。私の目

の前でアメリカ人スチュワーデ

スが機内放送を始めた。「医師

の方は居られませんか？」と。

いつもと違って、何故か職業意

識が席を立たせた。小柄な女性

が意識を無くして通路に横た

わっていた。私は患者をギャ

レーに引きずり込み、脈を診

た。脈は無かった。直ちに心臓

マッサージ開始、１分もしない

内に心拍は戻った。血圧は 60

位で脈も微弱、「点滴セットは

あるか？」と、四半世紀も前、

シカゴでレジデントをしていた

頃が蘇る。点滴開始、５分毎に

測る血圧も徐々に上昇し

た。スチュワーデスは良

く訓練できていて言う通

りに動いてくれる。聴診

器もあったので胸に当てたがエ

ンジンの唸り音が強くとても聞

こえない。と、その時になって、

アメリカ人の若い大男が内科医

だがと言って姿を現した。即座

に私は ”Oh, that’s good! 

This is your case, because 

I’m a surgeon.” と言って引

き継ぎを申し出た。しかし奴は

ぼそぼそ言って手を出そうと

しない。機内放送では「ブレ

クファストはご用意できませ

ん」と言っている。気が付い

た。皆エイズを心配していたの

だ。緊急の事で手袋をはめずに

点滴をさしたりしたので少量の

出血があったのである。機長

が、最寄に降りようかと聞いて

来た。ロシア領に降りても埒は

あくまい、成田まで行けるとス

チュワーデスから機長に伝え

た。航空会社からは飛行マイル

5,000 ポイントを提供すると

言って来た。お安い治療費では

あった。

足の向くまま、機の向くまま・・②
旅行記

長田 博昭理事長

黄身味噌
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　飛行機の音には二種類あって、
プロペラ機とジェット機とでは
私にとっては天と地の差があり
ます。お正月恒例の大学駅伝の
応援に道端で待ち構えていると、
空中でホバリングするヘリコプ
ターのプロペラ音が次第に頭上
に近付き、いよいよ来るぞ、と
期待が高まる瞬間など、すべて
世は事もなし、といった新年の
長閑さを見事に演出してくれま
す。今では小型機などが多いあ
のプロペラの音は、一種の風物
詩です。他方、ジェット機の、
あの切り裂くような爆音は、ま
さに空飛ぶ凶器といった趣があ
ります。この辺は、厚木基地へ
往来する米軍艦載機の騒音対策
で防音加工が普及していますが、
我が家はその点立ち遅れていて、
未だに外の音が筒抜けです。
　「こうしてウチの中で雨だれ
の音を聞いてるってのも、今
じゃ、ちょっとした贅沢なのよ」
雨に降りこめられて夫婦鼻を突
き合わせて過ごす日、連れ合い
が負け惜しみのように呟きまし
た。「マンション住まいじゃ、外
の音が聞こえないからね」。そう
か、それじゃ今ショパンがこの
辺に住んでたら、あの雨だれの
曲は生まれなかったろうな、な
どと私は余計なことを考えます。
……それにしてもこの家は、雨
だれが聞こえすぎるな、そろそ
ろ雨樋の手入れが必要だ。
　そんなわけで、我が家では幸
か不幸か戸外の音がいろいろ聞
こえてきます。
　この前の夏の一夜のこと、夜
更け近く、ひとり机に向かいな
がら、ふと、なんだか物足りな
いな、という気がしました。暫
くして、そうだ太鼓の音がしな
いんだ、と気が付きました。毎
年その時期は夏祭りで、日中祭
囃子の屋台が賑やかに街じゅう
を練り歩くのはもちろんのこと、

夜が更けてからも遠くから微か
にトントコトントンと太鼓の音
が聞こえて来て、それに聞くと
もなく耳を傾けているのはなか
なか情緒的な気分のものでした。
けれどもこの年はそれが聞こえ
てきませんでした。
　我が家のすぐ隣に天王山と呼
ばれる小丘があり、その上に山
岳信仰系のものらしい石碑が祀
られています。夏祭りの開始直
後、その脇に放火がありました。
幸い小火で済んだのですが、同
じ時期に辻堂地域の数か所の小
祠に同様の放火があり、祭囃子
がうるさいからという脅迫文が
関係方面に届いたとのことです。
お陰で今年の夏祭りのお囃子は
自粛ムードで、特に夜間の太鼓
など、もってのほか、というこ
とになったのでしょう。
　無論、放火などは言語道断で
すが、地域の方々の中には祭囃
子はうるさくて嫌い、という向
きも居られるだろうことは、そ
れはそれで仕方のないことで
しょう。すべての人に私のよう
に夜更けの太鼓を情緒的だと思
うべしと強いるのも、これまた
横暴というものです。
　唐突に話題が変わりますが、
永井荷風の代表作の一つ「濹東
綺譚」は、昭和十年代の東京の、
もちろんエアコンなんかない時
代の物語です。主人公は作家

の大江匡で、梅雨明けと共に
酷暑が訪れると、隣家の窓が
開け放され、住人の大学生が
一日中鳴らし続けるレコード
がうるさくて、彼は自宅に居た
たまれなくなって逃げ出します。
往来を彷徨ううちに玉ノ井の界
隈に迷い込み、お雪という若い
娼婦と出会う、というところか
ら物語が始まります。色々あっ
た末、残暑もおさまり秋風の立
つ頃になると、家々の窓が締
め切られ、隣家のレコードも
聞こえなくなったので、主人
公も自宅に落ち着けるように
なり、玉ノ井からは足が遠の
き、お雪との仲も終わります。
お雪の側から見たら、これは
いかがなものか、といささか
釈然とはしませんが……。
　それはさておき、これほど主
人公の大江匡には迷惑だった隣
家のレコードも、当の大学生に
は毎日朝から晩まで聞いても飽
きないほど好ましいものだった
わけで、逆に言えば、私にとっ
てはあれ程好ましかった夜半の
太鼓の音が、或る人間にとって
は放火したくなるほどイヤなも
のだったとしても、仕方のない
ことでしょうね。ちなみに、わ
れわれ日本人のこよなく好む秋
の夜のスズムシやマツムシの鳴
く音は、欧米では雑音扱いらし
いですよ。

宮原昭夫さんのプロフィール

　神奈川県横浜市生まれ　早稲田大学第一文学部露文学科卒業
　1963 年『ごったがえしの時点』でデビュー
　1966 年『石のニンフ達』で文学界新人賞受賞
　1972 年『誰かが触った』で第 67 回芥川賞受賞
　　  以後『カーテンコールをもう一度』や『女たちのまつり』等を発表
　2017 年『評論集　自意識劇の変貌』を出版
         現在、藤沢市辻堂元町在住

ぼくとう

きだん

のどか

さまよ

ね



●
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
の
職
員
の
対
応
に

つ
い
て
２
通
同
様
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た

　　

こ
の
度
は
、
当
院
医
療

従
事
者
の
対
応
と
行
動
に

よ
り
ご
心
配
を
お
掛
け
し

ま
す
と
と
も
に
不
愉
快
な

思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
恐
縮
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
の
件
は
一
職
員

の
問
題
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
病
院
全
体
の
問
題
と
捉
え
、

全
職
員
に
改
め
て
徹
底
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
く
全
て
の
方
々

に
信
頼
さ
れ
、
頼
り
に
し
て
い
た

だ
け
る
病
院
と
な
る
べ
く
今
後
と

も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

　
　   

統
括
事
務
部
長
　
伊
藤
　
稔

地域／こえ
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い
え
ば
江
の
島
へ
の
入
口
」
と
い

う
こ
と
で
、
視
覚
的
な
効
果
を

狙
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
遊
行
寺

は
、
当
時
歌
舞
伎
や
読
み
物
で
有

名
だ
っ
た
「
小
栗
判
官
照
手
姫
物

語
」
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
名
所
の

一
つ
で
し
た
。
手
前
の
鳥
居
と
の

間
は
川
（
境
川
）
が
流
れ
て
い
て
、

架
か
っ
て
い
る
橋
は
遊
行
寺
橋
。

今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
鳥
居

は
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
に
あ
る

江
島
神
社
の
一
の
鳥
居
で
す
。
こ

の
橋
の
上
か
ら
鳥
居
に
か
け
て
描

か
れ
て
い
る
人
々
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
藤
沢
宿
を
象
徴
す
る
意
味
が

あ
る
の
で
す
。

　

橋
の
上
に
い
る
男
性
た
ち
は
、

先
頭
の
人
が
大
き
な
木
太
刀
を
担

い
で
い
ま
す
。
こ
の
木
太
刀
は
、

こ
こ
か
ら
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
北
西
に
あ
る
大
山
阿
夫
利
神
社

へ
奉
納
す
る
た
め
の
も
の
で
、
一

行
が
大
山
詣
で
の
人
々
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
橋
の

手
前
に
は
、
杖
を
つ
き
、
鳥
居
を

く
ぐ
ろ
う
と
し
て
い
る
四
人
（
一

人
は
子
ど
も
）
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
行
は
目
の
不
自
由
な
、

お
そ
ら
く
は
鍼
灸
を
生
業
と
す
る

人
た
ち
で
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た

先
は
江
島
神
社
へ
向
か
う
江
の
島

道
。
江
の
島
詣
で
で
針
の
極
意
を

感
得
し
、
治
療
法
を
編
み
出
し
て

盲
人
の
最
高
位
で
あ
る
検
校
の
位

　

広
重
は
生
涯
で
二
十
作
以
上
の

東
海
道
五
十
三
次
シ
リ
ー
ズ
の
浮

世
絵
を
描
い
て
い
ま
す
の
で
、
他

の
シ
リ
ー
ズ
と
区
別
す
る
た
め
に

発
行
元
（
版
元
）
の
名
を
と
っ
て

「
保
永
堂
版
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
風
景
画
は
、
そ
の

土
地
ご
と
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
名

所
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
名
所
絵
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

  
東
海
道
五
十
三
次
シ
リ
ー
ズ
は
、

各
宿
場
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
役
目

を
果
た
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

　

絵
の
背
景
に
あ
る
小
山
は
時
宗

総
本
山
の
遊
行
寺
（
清
浄
光
寺
）

で
す
。
一
見
、
江
の
島
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
の
は
、「
藤
沢
と

　

平
成
28
年
７
月
に
辻
堂
シ
ー
ク

ロ
ス
内
の
コ
コ
テ
ラ
ス
湘
南
７
階

に
開
館
し
た
藤
澤
浮
世
絵
館
は
、

浮
世
絵
等
の
郷
土
資
料
を
通
じ
て

藤
沢
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
施
設
で
す
。

　

ま
ず
は
お
出
で
い
た
だ
き
、
本

物
の
浮
世
絵
に
触
れ
て
い
た
だ

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
ん
な

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
か
、

ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
こ
の
場
を

借
り
し
て
ご
紹
介
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
浮
世
絵
は
、

歌
川
広
重
が
描
い
た
「
東
海
道
五

拾
三
次
之
内　

藤
沢（
保
永
堂
版
）」

で
す
。（
写
真
参
照
）

に
つ
い
た
と
い
う
杉
山
和
一
（
検

校
）
の
逸
話
が
あ
り
、
そ
れ
に
あ

や
か
っ
て
の
参
詣
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
橋
の
た
も
と
に
は
二

人
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

二
人
は
下
駄
を
履
い
て
い
ま
す
の

で
旅
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

橋
の
界
隈
は
藤
沢
宿
で
最
も
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
場
所
で
、
大
山
詣
で

の
男
た
ち
は
帰
り
に
こ
こ
で
精
進

落
し
を
し
た
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
女
性
が
立
っ
て
い
る
の
は
、

歓
楽
街
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て

い
る
も
の
の
よ
う
で
す
。TEL：0466-33-0111

http://www.fujisawa-ukiyoekan.net./

開館時間　10：00 ～ 19：00
休  館  日　月曜日

年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）　　

※月曜日が祝日の場合は翌平日が休館

※その他、展示換えの為の休館日あり

入館料無料JR「辻堂」駅東口改札北口出口から徒歩 5 分
※藤澤浮世絵館専用駐車場はございません

藤沢市辻堂神台 2-2-2 ココテラス湘南 7 階

◆アクセス◆

藤沢市　藤澤浮世絵館　細井  守

第１回「名所絵は観光ポスター」

　
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
際
の
ベ
ッ
ド
へ

の
移
動
や
車
椅
子
へ
の
移
動
、
さ
ら

に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取
り
付
け
ま
で

家
族
に
手
伝
わ
せ
て
い
る
。
患
者
を

ま
る
で
人
形
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る

態
度
と
行
動
が
許
せ
な
い
。
こ
れ
で

更
に
骨
折
で
も
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど

う
す
る
の
か
。
こ
の
職
員
は
プ
ロ
と

し
て
あ
り
得
な
い
。
職
員
へ
の
教
育
、

接
遇
を
し
っ
か
り
し
て
欲
し

い
。
他
の
職
員
は
き
ち
ん
と

出
来
て
い
て
あ
り
が
た
い
の

だ
が
・
・
・
」
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。



お し ら せ

（8）湘南わかばグループ健康ニュース  わかば　　　　　　　　

　

健
康
ニ
ュ
ー
ス
『
わ
か
ば
』
へ
の
ご
意
見
・
要
望
、

感
想
な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
し
て
お
り
ま
す
。（http://w

w
w

.sw
g.or.jp)

閲
覧

で
き
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

     『
わ
か
ば
』
編
集
委
員
会　

事
務
局

                                                                               　　　　　　　　　　　　　　　　　    （第219 号）　2018 年 1 月 1 日発行（8）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

当
院
に
新
し
い
骨
密
度
測
定
装
置
が
入
り
ま
し
た
。

腰
椎
と
大
腿
骨
で
Ｘ
線
を
用
い
て
測
定
を
行
い
ま
す
。

　

先
日
、
私
も
測
定
し
て
き
ま
し
た
。
検
査
着
に
着
替

え
て
、
検
査
台
の
上
で
寝
て
行
い
ま
す
の
で
、
身
体
に

負
担
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
測
定
時
間
は
約
20

分
く
ら
い
で
し
た
。
無
事
に
終
了
し
て
結
果
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
予
想
外
に
低
め
の
数
値
で
し
た
。
自
分

の
骨
密
度
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
と
は
全
く
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
意
外
な
結
果
に
少
し
落
ち
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。

　

湘
南
中
央
病
院
に
勤
務
す
る
前
で
す
が
、
少
な
く
と

も
10
年
以
上
は
全
く
運
動
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
早
朝
に
家
を
出
て
夜
に
帰
っ
て
来
て
い
た

の
で
、
日
光
に
も
当
た
ら
な
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
も
特
別
に
意
識
は
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
や
は
り
生
活
に

問
題
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
ご
自
分
の
「
骨
密
度
」

を
確
認
さ
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

  　
（
医
師　

小
川　

英
幸
）

◆ 1 月の外来診療担当表◆
一 般 外 来

午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内 科

午前

村川
一般

岡田
一般

循環器

岡田
一般

循環器
岡
一般

村川
一般

新城   
第 1・3・5

 岡  
第 2・4

新城
一般

岡
一般

新城
一般

永渕
一般

永渕
一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

相澤
（予約）

相澤
（予約）

相澤
第 2

（予約）

午後

岡田
一般

循環器
永渕

一般
新城

一般

永渕   
第 1・3・5

 岡田  
第 2・4

奥脇（裕）
一般
肝臓

相澤
（予約）

外 科
午前

呉 池田（清） 呉 長田 松﨑 松﨑

北濱
（予約）

午後 松﨑 長田 呉 池田（清）

整 形
外 科

午前

池田（全） 庭山 池田（全） 芹ヶ野 中島 芹ヶ野

今井 横山 山本 今井 横山 横山

午後 芹ヶ野 庭山 池田（全） 今井

泌 尿
器 科

午前 多田 多田 多田 多田 多田 多田
（望月）
（井上）

午後 多田

 2018.1.1 現在
午前
・

午後
月 火 水 木 金 土

内分泌
（糖尿病）

午前
午後

酒井
（午前）

予約

酒井
（午後）

予約

酒井
（午前）

予約（第 3.4）

胸部
化学療法

外来
午前 長田

予約

胸  部
外  科

午後 長田
予約

乳  腺
甲  状

午前 ○

皮膚科 午前 露木

心  療
内  科

午前 薗部
予約

三吉
予約

神  経
内  科

午前
午後

松川
予約

リウマ
チ科

午前 永渕（泰）

予約

禁  煙
外  来

午後 小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約

小川 
予約（応相談）

緩　和
ケア科

午後 片町 
予約

片町 
予約

専 門 外 来

（専門外来は予約が必要ですので総合受付にお尋ね下さい）

（午前）

※医師の都合等により休診・代診となる場合がありますので、
　事前にお問い合わせ下さい。

午前   8：30 ～ 11：30　

午後 14：30 ～ 16：30
水曜午後、土曜午後、日曜日・祝日

※再診受付　午前 8：00 ～

休　　診

外来診療
受付時間

 

写真集団「月見草」富士山写真展

　お正月、写真を飾らせていただいている写真集団「月見草」です。

会の由来は作家太宰治の冨嶽百景に出てくる「富士には月見草がよく

似合う」からとりました

　雄大に聳える富士山の四季折々の姿を“その雲、彩、光の変化”を求め、

会員一同よりよい作品づくりに励んでいます。

　 　  湘 南 中 央 病 院
今月のギャラリー（2018 年 1 ～ 2 月）

連絡先：齋藤　俊士　電話　090-2623-3138


